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英語共通教科書の試み

鈴 木 右 文

1導 入

九州大学言語文化部英語科では,2000年 度内の導入を目指 して英語共通教

科書を編纂中である。注1筆者は4名 か らなる編集委員会のメンバーの1人 と

して目下作業に従事 しているが,本 論は,大 学における英語教育をめ ぐる状

況から論をおこし,な ぜ今共通教科書が必要 なのか,ま たどのような考 え方

のもとでいかなる編纂方針を持つに至ったかをまとめた論考であ り,編 纂終

盤の作業にフィー ドバ ックす ることを目的としているが,学 外の方々にも何

らかのお役にたてば幸いである。

なお,執 筆時点でこの共通教科書の編集方針 ・内容は英語科の最終的な承

認 を受けておらず,本 稿で示される論点 も特 に断 らない限 り筆者個人の見解

であることをお断 りしてお く。

第2節 では,現 在の大学英語教育を取 り巻 く状況から始めてその改革が共

通教科書の導入に至 るまでの経過 を示 し,第3節 では九州大学におけ る英語

の履修体制について述べ,第4節 ではそれらの状況からなぜ共通教科書 を編

纂することになったのかを明 らかに し,第5節 ではよりよい共通教科書 を目

指 してどのような編纂方針を持つに至ったのかを示す。第6節 以降では,共

通教科書の各章について検討す る。

2大 学 の 英 語 教 育 を取 り巻 く状 況

日本の学校教育における英語教育はたびたび社会の中で批判 されている。

その多くは,中 学校,高 校,大 学と英語の学習を進めなが ら,学 生が英米人

と日常会話程度の コミュニケー ションもとれないという主旨のものである。

注1九 州大学出版会から出版の予定。九州大学の全学生がこれを学習することになる

が,一 般向けにも販売される予定である。九州大学での導入時期は,恐 らく2000年

度後期からで,全 員履修となるのは2001年度からとなる。
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確かに,筆 者の本務校である九州大学に入学 して くる学生たちに授業などを

通 じて彼 らの英語運用能力を試 してみると,「今 日山田さんはどうしてお休み

なんだ と思いますか」「晩御飯のおかずに何 を作ろうと思っていますか」とい

った簡単な問いかけにも英語で満足に返答できない者が多いし,「あなたの専

門分野は どんな ものか簡単に紹介 して ください」「あなたがひやっとした経験

を話 して ください」などといった答えるのにストー リーの組み立てが必要な

ものにはなおさら答えられない。九州大学に限らず,英 語教師であれば誰で

も同じ思いであろうと思 う。

こうした状況に関 しては様々な要因が指摘 されているが,中 学 ・高校にお

け る英語教育が大学受験 を意識 した ものであることが最大の理由であること

は間違 いない。大学入試の英語の問題の多 くが筆記方式であるから,中 学 ・

高校での授業 も読解が中心の授業にどうしてもなりがちである。 しか も受験

生の問で十分な点数の差が生 じるように,問 題に使用 される文章は抽象的で

高度 なエ ッセイの類が多 くなるから,読 解力のレベルアップのためにかな り

の労力をつ ぎ込まなければならない。従って音声面や 口語表現に関する学習

などは無視されるか,良 くて二の次 といったところである。 してみれば大学

の英語教師たるもの,入 学試験の英語の出題にあたっては余程慎重にならな

ければならないわけだが,実 際には,入 学試験の規模からして筆記試験に頼

らざるを得ず,口 頭試問などによる英語運用能力の測定は物理的に無理であ

る。 しか し,全 国の大学では2次 試験においてヒアリングを課す ところが増

えてきており,あ る程度の改善はなされてきている。

大学の英語教師に とって実行可能な改善がもうひとつあるとすれば,大 学

における英語教育そのものの改革である。 これについてもある程度の改善が

従来から積み重わ られて来ているが,今 後 もかなりの改革が期待できる。大

学審議会答申路線の実現,独 立行政法人化によって,大 学における外国語教

育 も厳しい評価 を受けて競争原理が導入され,授 業の改善が学校間,教 師間

で競われることになりそうだか らである。

しかし大学におけ る英語教育は従来の改善に全 く満足しない学生 ・世間の

批判 を浴びているのが実状 である。実際,実 践的な役には立たない もの と指

弾 されて久 しい。その批判の内容は,シ ェークスピアを始め とする文学作品

の講読ばか りしていて,実 用英語 を軽視 してお り,受 講生は教師の退屈な説

明 を長々 と聞かされて頭 を満足に回転させ ることもない,そ の くせやたらと

履修に負担がかかる,と いったものに代表 される。これには,大 学における
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外 国 語 教 育 の 担 い手 が,多 くの場 合 英 語 教 育 方 法 に つ いて の専 門 的 な訓 練 を

受 け た こ との な い文 学 部 出 身 の文 学 ・伝 統 的 英 語 学 の 研 究 者 で あ る こ とに一

因 が あ っ た 。

だ が,よ く言 われ る よ う に シ ェ ー クス ピア の 英 語 ば か り読 ませ る な ど とい

う こ とは誇 張 も甚 だ しい 。 九 州 大 学 に お け る こ こ数 年 の 採 用 教 科 書 の 表 を眺

め て み て も,文 学 作 品や 英 語 学 の 本 を読 ませ る とい っ た 授 業 は全 体 の1割 か

2割 しか な い 。 シ ェー クス ピ ア を読 む 授 業 は ゼ ロ で あ る。 これ は,各 教 貝 が

教 材 の バ ラ ン ス に 配 慮 して い る か らで あ り,ま た,英 語 教 育 を専 門 とす る ネ

イ テ ィ ヴ ス ピー カー や コ ミュニ ケ ー シ ョン系 関 連 分 野 を研 究 分 野 とす る教 員

が 増 加 し て い る こ とが1つ の 要 因 に な っ て い る。 現 在 各 大 学 の 英 語 担 当 教 員

の 公 募 条 件 に文 学 研 究 や 伝 統 的 英 語 学 が 指 定 され る こ とは 少 な くな った 。 こ

れ は 各 大 学 が 共 通 して実 用 的 な英 語 教 育 に も力 を入 れ て 改 革 を進 め て い る こ

と を示 し て い る。

授 業 形 態 も多様 化 の 一 途 を辿 っ て い る。 講 読 一 辺 倒 か らの 脱 却 の 第1歩 は

LLの 導 入 で あ っ た 。 そ の 後 表 現 力 を養 成 す る英 作 文 の授 業,CALLシ ス

テ ム(computerassistedlanguagelearningsystem)の 導 入 な どの 展 開 を

見 せ て い る。 九 州 大 学 で も全 く同様 で,英 語LL演 習,英 語 表 現 演 習 とい う

授 業 が 登 場 した注2。CALLシ ス テ ム も97年 度 に導 入 され た。注3

こ の他,海 外 で の 語 学 研 修 や 英 語 検 定 試 験 に対 す る単 位 認 定 な ど,実 用 英

語 に対 す る取 り組 み は 着 実 に 増 加 して きて い る。 九 州 大 学 で も96年 度 か ら ケ

ンブ リ ッ ジ大 学 で の 英 語 研 修 に 対 す る支 援 が 始 ま り,注4TOEIC,TOEFL,英

検 の 成 績 に よ っ て単 位 を認 定 す る制 度 も ま もな く導 入 さ れ る予 定 で あ る。

注2そ の後,「音声的な学習内容 とLL教 室の利用 を英語LL演 習だけに限定す るこ と

な く,ど の授業で も音声面 を取 り入れることが必要で,LL教 室は どの授業で も利

用 できるものでなければならない」 との認識か ら,英 語LL演 習 とい う特別な科 目

は廃止 となった。英語表現演習はインテンシヴ英語演習 と名称 を変更 した上で開講

数 を大幅に増加 させ た。

注3九 州大学に導入 されたCALLシ ステムに関 しては拙稿鈴木(1998a,1998b)を

参照。

注4非 公式なプ ログラム としてケンブ リッジ大学ペ ンブロー クカレッジの夏期講座に

毎年50名 程度の学生が参加 している。2001年 度か らは九州大学言語文化部 とペ ンプ

ロー クカレ ッジとの学術交流協定の もとでの実施 となる予定である。単位の認定は,

大学 としてこの語学研修その ものに対 して行 ってい るわけではな く,あ くまで事後

に教員が学力検査を実施 し,教 務委員会等の検討 を経た上でその都度特別になされ

るものである。なお,こ の単位 は必修の外国語のかわ りにす るこ とはできない。
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こうして見てみると,講 読型中心の授業体制から実用型 も重視 した授業体

制へ という流れが見て とれるが,大 学における英語教育が実用型に向かって

行 き着 くところまで行けばよいというものではない。大学における英語教育

が どのようなものであるべ きかを論 じるとき,い わゆる教養主義 と実用主義

の対立に触れないわけにはいかない。大学における教育 を大きく専門教育 と

一般教育 とに2分 したとき,外 国語教育は一般教育の範疇に入る。従 って,

英語教育にも広 く様々な知見を身につけるという教養的側面があ り,小 説や

エ ッセイの講読によって異文化理解 を目指すことは必要なことである。これ

に対 し,国 際化 ・高度情報化の世界をた くましく航海 してい くためには実践

的語学力 もまた必要である。教養的側面 と実用的側面はいずれ も必要なもの

であ り,教 養主義が実用主義にとってかわられるというものではな く,旧 来

の過 多な教養主義が実用主義 と幸福な共存関係 を持つ ようになるとい うとこ

ろをこそ目指すべ きである。

ところが ともすれば教養主義陣営 と実用主義陣営で綱引きが行われること

になる。教養主義陣営は,大 学の入学者全員に履修させ る授業の中では英語

学習への動機が低 い者 もお り,わ ずか数単位の授業体系のなかで4技 能 とも

に高いレベルへ持ってい くのはどだい無理であ り,そ の無理 なことに労力 を

費やすよりも,高 校 までで培った読解力を延ばし,英 語や英語圏の様々な側

面に広 く触れさせ た方がはるかに意味があると主張す る。これに対 して実用

主義陣営は,実 践的語学力は専門教育の中でも卒業後の人生にもますます必

要 とされてお り,そ れの獲得には時間がかかるので,大 学における英語教育

はもっと実用英語に時間を割 くべ きであると主張する。いずれかの陣営が一

方的勝利を収めるという事態は好 ましくない。限 られた時間の中で二兎 を追

うのがあるべ き姿であるように思 う。

それを可能 とするには,筆 者は2つ のことにより大学での英語授業を講義

型 と演習型に二極化 して効率化すべ きであると考えている。一つはCALL

システムを始め とす るコンピュータの利用である。CD-ROMソ フ トは効率

的で個人のペースに合 ったヴィジュアルな楽 しい学習を可能 とし,WWWブ

ラウザはリアルタイムの無尽蔵な英語情報へのア クセスを可能 とし(し かも

大学では無料 ノ),電子 メールは新 しい英語 コミュニケーションの場を提供 し

た。九州大学では更に99年 度か ら3年 計画で外国語教育用3次 元仮想空間チ

ャッ トシステムを導入中である。注`こ うしたコンピュータの利用は,英 語教

材 を活字媒体以外の ものに も拡大 して学習意欲を高め,機 械の助けを借 りて
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個 人 の ペ ー ス に合 わせ た効 率 的 な 学 習 を可 能 に す る。 従 っ て,短 い時 間 で も

旧 来 の 授 業 よ り学 習 効 果 が 大 きい 。 演 習 型 の 授 業 に はぜ ひ こ う し た設 備 を導

入 して 実 践 的教 養 的 学 習 をサ ポー トす べ きで あ る。

今 一 つ は本 稿 の 主 題 で あ る共 通 教 材 で あ る。 高 校 まで の 教 科 書 は 文 部 省 の

検 定 を受 け る こ とに な って い るが,大 学 で は 原 則 と して 使 用 す る教 材 は 自由

で あ る。 大 学 の 英 語 担 当 教 員 は,そ れ ぞ れ個 人 が 選 定 し た教 材 を使 用 して い

る。 教 養 的側 面 を考 え た と き,筆 者 は 原 則 と して教 材 が 教 師個 人 の 選 択 に 委

ね られ る こ と に賛 成 で あ る。 大 学 側 な どか ら与 え られ る教 材 で は,教 員 が 自

力 で 授 業 の 内 容 を適 切 に 選 択 し組 み 立 て て い く力 が 減 退 して,い ず れ 英 語 教

育 の 沈 滞 を招 く恐 れ が あ るか らで あ る。 だ が,一 部 に 共 通 教 材 を導 入 す る こ

と もま た是 で あ る。 教 員 が 完 全 に 自 由 に 授 業 を行 うの で あ れ ば,同 じ大 学 で

も教 員 に よ っ て授 業 の 内容 や レベ ル が ば らば ら とい っ た事 態 が 起 こ る。 ま た,

大 学 に よ って どの あ た りを英 語 力 の達 成 目標 と して い る の か もわか ら な い。

そ こ で,当 該 大 学 の 学 生 が 目標 とす べ き レベ ル を示 し,学 生 に 共 通 項 と して

学 習 させ た い事 項 を扱 う共 通 教 材 を作 成 し,講 義 型 の 授 業 で 効 率 的 に種 蒔 き

をす る こ とが 望 ま しい と考 え る。 こ の教 材 に よ っ て 共 通 項 を共 有 した 学 生 が,

そ れ ぞ れ の ニ ー ズ に あ わせ て そ の 他 の特 色 あ る演 習 型 の授 業 へ と進 ん で い け

ば よ い(こ の 場 合,ど の タ イプ の 演 習 型 の 授 業 を履 修 す るか は 学 生 に よ っ て

選 択 で き る も の で あ る必 要 が あ る)。 ま た共 通 教 科 書 が 「共 通 」で あ る こ との

メ リ ッ トも様 々 考 え られ る。 例 え ば,再 履 修 の学 生 に ど うい う授 業 を行 うか

の 共 通 理 解 が 従 来持 た れ て い なか っ た が,共 通 教 科 書 の 扱 う範 囲 と レベ ル の

学 習 で一 定 の 成 果 をあ げ る こ と を共 通 目標 とす る こ とが で き る。 また,3年

次 へ の編 入 試 験 の レベ ル を明示 す る こ とに もな る な ど,共 通 教 科 書 とい う「基

準 」 を持 つ こ との 利 点 は計 り知 れ な い 。 とこ ろ で この 共 通 教 材 は,教 養 的 種

蒔 きの側 面 と実 用 的 種 蒔 きの側 面 を併 せ 持 つ もの で あ るべ き と考 え るが,内

注5こ の システムは建造物 を中心 とした仮想空間をサイバースペー スの中に作 り,そ

の中をユーザーがアバ ター と呼ばれ る仮想人物の姿 を借 りて動 き回 り,同 じように

して空間内に入ってきた他 のユーザー と対話 を交わす ものである(現 在は文字チャ

ッ トであるが,ま もな く音声 チャッ トも可能 となる)。空間内には大学の情報 を提示

した り,英 語学 習ソフ トを組み込んだ りす ることができる。 また,授 業の実況 中継

を流す ことがで きるので,遠 隔授業に も応用で きる。転送速度の問題は別途存在す

るが,従 来の様 々な革新 をま とめて取 り込んだ潜在力の高いシステムだ と言えよう。

このシステムの導入は九州 大学教育研究 プログラム ・研究拠点形成プ ロジェ クトの

支援 を受けている。
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容 に 関 す る詳 細 は5節 以 降 の 各 節 に 譲 る。

3九 州 大 学 に お け る 英 語 の 履 修 方 式

九 州 大 学 に お い て,い わ ゆ る 第1外 国語 と し て英 語 を履 修 す る場 合(言 語

文 化 科 目1と い う),文 学 部 ・教 育 学 部 ・法 学 部 ・経 済 学 部 の 文 系 学 部(14ク

ラ ス)の 学 生 は 卒 業 要 件 と して7単 位,工 学 部 ・理 学 部 ・農 学 部 ・薬 学 部 ・

歯 学 部 ・医 学 部 の 理 系 学 部(32ク ラス,2000年 度 か らは31ク ラ ス)の 学 生 は

6単 位 修 得 しな け れ ば な らな い。 単 位 を順 調 に 取 得 した場 合,1年 次 前 期 に

2単 位,1年 次 後 期 に2単 位,2年 次 前 期 に文 系 で2単 位 理 系 で1単 位,2

年 次 後 期 に1単 位 を そ れ ぞ れ 取 得 す る こ とに な る。

1年 次 に は ク ラ ス単 位 で 実 施(40-60名 規模)さ れ る総 合 英 語 演 習 注6を2単

位,20名 程 度 で 実 施 され る イ ン テ ン シヴ 英 語 演 習1(表 現 能 力 の養 成 を主 眼

とす る)を1単 位,100名 を 越 え る大 人数 で実 施 され る英 米 言 語 文 化 演 習1を

1単 位 修 得 す る。注7こ の 英 米 言 語 文 化 演 習1こ そが 共 通 教 科 書 の使 用 が 予 定

され て い る科 目で あ る。 イ ン テ ン シ ヴ 英 語 演 習1が 前 期 に 実 施 さ れ る ク ラ ス

で は 後 期 に 英 米 言語 文 化 演 習1が 開 講 され,逆 に 後期 に イ ン テ ン シ ヴ 英 語 演

習1が 開 講 され る ク ラ ス で は 前期 に 英 米 言 語 文 化 演 習1が 実 施 さ れ る。

2年 次 に は 原 則 と して 修 得 単 位 ご とに 英 米 言 語 文 化 演 習IIか も し くは イ ン

テ ン シ ヴ 英 語 演 習IIの い ず れ か を選 択 して 履 修 す る。注8同 一 時 限 に英 米 言 語

文 化 演 習IIと 複 数 の イ ン テ ン シ ヴ 英 語 演 習IIを 開 講 し,ど れ か 一 つ を選 ぶ こ

とに な る。 英 米 言 語 文 化 演 習IIは 共 通 教 科 書 の 使 用 を前 提 と し な い大 規 模 授

業 で あ り,イ ン テ ン シヴ 英 語 演 習IIは,少 人 数 で表 現 能 力 の大 幅 な 向上 を 目

指 す 内 容 別 ・レベ ル別 の 授 業 で,ア ラ カ ル ト的 な メ ニ ュ ー,目 的 対 応 型 の 授

業 を揃 え る こ とが で き る。 学 生 は 実 力 と動 機 に 応 じて 授 業 を選 択 す る こ とに

注6ネ イティヴスピー カーが担当す る場合 はネイティヴ英語演習 とい う名称で呼ばれ

る。

注7言 語文化部系の大学院が2001年4月 に発足予定であ り,そ うなる と大学院教育に

もあたる必要があるので,教 員数に限 りがあることか らこの ような大人数 クラスが

必要 となる。 しか し2000年 度までは比較的余裕があるので,英 米言語文化演習1の

クラスで受講生 が100名 を越えるところはほ とん どない。

注8つ ま り,前 期 は英米言語文 化演習IIと インテ ンシヴ英語演習II,後 期はインテン

シヴ英語演習IIの ように履修 して も構わないし,ど ちらか一方のみで通すこ ともで

きる。
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なる。 これに対 し従来型の英語の授業は固定 したクラス単位で実施 され,動

機や実力の高低がばらば らな学生が集まっていて,不 満 を持つ学生がどうし

て も多 くなるし,内 容 も特殊 な目的のものにはできない。

この他,1年 次の後期か もしくは2年 次の前期に選抜英語演習が開講され,

前学期に担当した教員の推薦と本人の希望があった場合,最 大10名 の特別 ク

ラスを受講することができる。このクラスでは相 当にハ イレベルな授業が行

われ る。

再履修の学生は従来面接の上で通常の授業に振 り分けて受講 させていた。

しか しこのや り方では,英 語の成績が不振な学生が多 く振 り分けられて進行

に支障 を来すような授業 もでて くる。再履修の学生が再履修者 を前提にした

指導 を受けられない という難点 もある。そこで,再 履修専用の授業(英 語特

別演習 と言 う)を 設け,再 履修者に合 った方法で授業 を展開す ることになっ

た。

この他,必 修単位には算入できないものの,特 別履修課程を設けている。

履修 を希望する学生はプ レースメン トテス トを受けて自分に合ったレベルの

授業を受講する。 リスニングや リーディングなど,目 的ごとに特化させた内

容 を持ち,英 語力の向上 を望む者だけが受講する。これは近々言語文化科 目

IIと して広 く開放 される予定である。

また,2001年 度から,外 国語コ ミュニケー ションコー スというものが開設

される。 これは法学部 ・経済学部の学生が,3・4年 次に法学や経済学を主

専攻 としなが ら副専攻 として履修できるコー スであり,英 語 コー スとドイツ

語 コースが設定 され,語 学の演習のほか コミュニケーシ ョンに関する専門科

目も開講 される。 この コー スを選択する学生は,1・2年 次の言語文化科 目

1と あわせ て,全 年次に渡 って卒業単位に含める形で英語を学習することが

で きる。

4英 語 共 通 教 科 書 が 導 入 され る授 業

九州大学で共通教科書 を導入 しようとしているのは,1年 次に1単 位開講

され る英米言語文化演習1と いう100人 を越える大規模 な授業である。クラス

によって前期 または後期に開講される。この授業は,限 られた条件の中でい

かに実のある英語教育ができるか とい うことを考えた末の一つの結論であっ

た。
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英語教育の充実を,単 純に授業開講数の増加によって達成することはでき

ない。九州大学では外国語教育の主幹部局は言語文化部であるが,専 任教員

の文部省定貝は決まってお り,増 やすことはできない。非常勤講師をより多

く雇用す ることも財政上無理であるし,非 常勤講師に頼るのは責任体制上 も

望 ましいものではない。また,そ もそもこの大学教員多忙化の時代に喜んで

非常勤に来て くれる人は少ない。

では外国語担当教員1人 あた りの担当コマ数を増加 させればよいか とい う

と,そ れ も難しい。言語文化部の1人 当た り担当コマ数は原則として週5コ

マである。注9学部所属の教官の標準的な担当コマ数である週3～4コ マと比

較 して,現 状で も外国語担当教員の負担は重 く,こ れ以上の担当コマ数の増

加などは望むべ くもない。

こうした状況の中で授業体系の改善をはかろうとすれば,き め細か く密度

の濃い指導のできる少人数の授業を設定す るかわりに大人数の授業 も設けざ

るを得ないとい うことになる。この場合,こ の大人数の授業が少人数の授業

を成立させ るための捨て石になるのか,そ れとも大人数の授業で も成果 をあ

げて全体 として改善 となるのかは,大 人数授業の内容にかか っていると言え

る。

東京大学でも少人数の授業を設けるかわ りに大人数(100名 を越える)の 授

業 を設けている。この授業は有名になったUniverseofEnglish,ExPanding

UniverseOfEnglish(東 大出版会)を 用いたものである。教科書自体は基本

的に知的教養 を目指 した リーディングの教科書であるが,授 業では内容に関

係 したビデオの聴解訓練も実施 され,小 テス トも適宜実施される。 しかし教

員がほ とんど一方的に話す一方通行型の授業である。注10

我々の編集委員会では,リ ーディング型の教科書 をという結論 にはならな

かった。 というのは,九 州大学では英米言語文化演習とインテンシヴ英語演

習とい う形で英語の授業が講義型と演習型 とに分化 して もらいたいので,リ
ーディングの本格的な訓練は演習型の少人数の授業できめ細かい指導のもと

に実施され るべ きであ り,講 義型の大人数の授業では英語学習に必要な情報

を与える(種 蒔き)役 割に徹す るべ きであろうと考えたか らである。それは,

注9大 学院研究科の協力講座に所属している者は大学院での授業の他に平均週3.5
コマである。

注10筆 者は過去実際に東京大学で授業を参観させていただき,授業遂行に関しての諸

点を担当者から取材させていただいた。
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少人数の授業では大人数の授業でもできることをしていたのでは意味がない

か ら,大 人数の授業では大人数でもできることに絞った方がよい ということ

である。編集委員会では,大 人数 を相手にしてどのみち教員側からの一方通

行になってしまう英米言語文化演習では,一 方通行でも伝 わる内容に徹 し,

すべての学生が共通項 として身につけてほしい内容 を大胆にまとめてみては

どうか,と いうことになった。共通の教科書に してすべての学生に履修 させ

ようとする所以である。

「英語学習に必要 な情報 を与える」というのは具体的にはどうい うことなの

か。その解釈によって共通教科書の内容が大きく変わって くる。第5節 では,

準備 中の共通教科書の内容 と筆者の見解 を突き合わせ なが ら,「英語学習に必

要な情報」 とは何か を浮き彫 りにしてい く。

5共 通教 科 書 の 内容

まず結論 としてどのような章で共通教科書が構成 されるのか提示 してお く

ことにす る。注11

第1部

書 き下 ろしの章

第1章 英語の勉強方法(和 文)

第2章 英語音声学(和 文)

第3章 語彙力をつけよう(和 文)

第4章 表現力をつけよう(和 文)

第5章 誤 りやすい文法項 目(和 文)

第6章 電子メールでの英文作成法(英 文)

第7章 英語の教養(英 文)

第8章 英語圏の教養(英 文)

資料の章

第9章 日常生活の語彙

第10章 抽象語彙 覚 えておきたい語彙

第11章 語彙の整理箱

注11部 や章の構成や標題は本稿校正時点での仮のものであり,必ずしも最終的なもの

とは限らない。
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第12章 熟語

第13章 口語表現

第14章 補部

第15章 学部別語彙表現

第2部

注釈付の文章 を20章分

分量 としてはかな りあ り,到 底半期13回 程度の授業回数ではこなしきれな

い。せっか く作るのであれば,教 科書会社がよく製作するような薄 くて,指

示に従って進めれば授業の恰好がつ くといったようなものは避けようと考 え

た。このような形式の教科書はどうしても内容が断片的になりがちで,カ バ

ーする範囲が狭 くなる。共通教科書では思い切 って網羅的な情報の与え方を

採用 し,あ る程度厚いものになることは覚悟 した。従 ってこの共通教科書は

英米言語文化演習1で 使用するのみならず,生 涯手許に英語参考書 として置

いておけることを意識 している。学生全員に購入させ る教科書にこれだけの

資料性を帯びさせ ることは好ましいことであろう。多少価格が高 くて も,一

生役に立つ ことを考えればその難点を補って余 りあるであろう。 もっとも,

実際の授業での扱い方は使用する教員に工夫の負担をかけることになる。例

えば単語集の章 を取 り上げるとき,ま さか最初からひとつひ とつ見ていって

時間が来たら途 中でおしまいというわけにはいかない。従 って,こ の教科書

を使用する授業が一方通行の講義形式になって,学 生 とのや りとり次第で時

間配分や構成などが予定外になることがないかわ りに,素 材をどのように授

業に利用するかの入念な下準備が必要 となる。従来型の教科書に比較 して使

いに くい教科書であるという評価が出て くることは当然と言えるが,こ の教

科書の性質上ある程度仕方がないように思われる。

上記の構成 を見れば一 目瞭然だが,教 師か ら一方通行の授業展開の中で学

生に共通項 としての基盤 を与えることを狙いとする講義型の授業で使用され

る教科書であるのに,演 習型の授業向け と思われるリーディングの素材が第

2部 としてかな りの分量含 まれている。ひ とつには,第1部 のような内容ば

か りだと受講す る学生が飽 きて くるといった理由もないことはない。 しか し

リーディングの章が多くあるのは,第1部 で扱われている事項の具体例 を提

示するためでもある。かなり詳細にいわゆるクロスリファレンスを付 し,第

2部 にあっては第1部 の具体例の提示,第1部 にあっては第2部 に出現する
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英語の性質の発展的網羅的学習 とい う側面 を持 たせ るわけである。

第2部 だけ見れば,東 京大学のUniverseOfEnglishを 始めとする リーデ

ィングの教科書 と変わるところはない。この種の教科書は,授 業で使用 して

満足すれば大抵の場合後になってまたひ もとくということはあまりないであ

ろ う。 しかし第!部 と組み合わせることによ り,何 度で も開いて常に英語学

習の指針 とし,ま た調べ物の道具 とすることができるようになっているので

はないか と思われる。

6第1章:英 語 の 学 習 方 法

特定の教材 を用いて実施す る授業では,そ の教材に取 り組んで特定分野の

学習効果を得 ることが期待できるが,そ もそも英語は どのように学習したら

よいのか といった一般論が提示 されていることは多くない。これは,教 科書

会社の出版す る教科書がほ とんどアラカル トメニューであって,レ ス トラン

の選び方やマナーを学ぶ本になっていないということに原因がある。教員が

授業の進行の過程のなかで散発的に一般論に言及す ることはあ り得ても,体

系的に教科書がそれを示すことにはなっていない場合が多い。学生は大学で

の英語の学習に対する心構えを固めることな くいきな りアラカル トメニュー

の前に座 らされるのである。また,特 定大学の学生 として,ど のような英語

学習の態度 と到達 目標が期待 されているのか といった点は市販の教科書では

盛 り込みようもない内容である。

そこで,大 学 自らが編集する教科書にはこれらの情報が提示 されるべ きで

あると考え,第1章 でまず英語学習の一般的方法論 を述べ ることとしている。

具体的には以下の内容 を持つ節か ら成立 している。

1こ の共通教科書の性格

2四 技能について

3辞 書(辞 書の種類 と推薦)

4英 語検定試験

5英 語教材の種類

6実 践的英語力獲得の勧め

共通教科書の性格か ら説きおこして,こ の教科書の内容が学習の到達 目標 を
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示 していることを述べ,英 語学習の手段や英語能力の測定についてまとめ,

最後に大学での英語学習が実践的英語力を伸ばす ものであることを強調 して

いる。英語検定試験については単位 を認可す るのでひとつの到達 目標 として

その概略 を述べ,学 生に受験 を勧めている。

7第2章:英 語 音 声 学

まず英語音声学 を共通教科書に配置するのは,英 語の音声面 を学習の重点

としたいからである。 日本人の平均的大学生の英語の発音は全 く英語の音声

的特徴を意識せず,カ タカナに直 したものをそのまま読んでいるように聞こ

える。英語 と日本語 とでは母音の音価に違いがあったり,同 じと思 える子音

でも全 く発音の仕方が異なる場合があった り,ア クセン トを置 く方法が異な

るといったことを発音に反映 させ られない どころか,相 違があるという事実

すら認識 していないというのが実態である。文法事項に関してはかなり学習

してきているのに,音 声に関 しては放置されていると言うに等 しいこの状況

は是非改善 されな くてはならない。そこで,音 声学の基礎の基礎に触れても

らおうというのがこの章の主 旨である。

このような考え方には異論 もあろう。通信手段の発達のおかげで,我 々は

英語圏以外の人々が報道向けに話す英語 を聞 くことができるが,強 い説 りが

あって も平気で実によくしゃべ る。そのように母語の言化りがあっても通用す

るのだか ら,日 本語誰 りの英語 を矯正する必要はなく,従 って音声学など無

用であるといった議論である。 しか しこの議論は,英 語は単に通 じればよい

という実用一点張 りの学習理念を前提にしている。2節 で見たように,大 学

における英語教育は教養面 と実用面を兼ね備えていなければならず,実 用に

耐 えさえすればよいとい うわけにはいかない。

教養 として英語を通 じ音声学のイロハの部分にだけでも触れてお くことは,

英語以外の外国語の習得に も役に立つ。初めてお目にかか るような耳新 しい

音 も発音方法や調音点な どの情報が与えられれば容易に聞き取った り発音 し

た りできるかもしれない。これは,高 校 までで学習した文法が,英 語以外の

外国語の習得の際にも応用できるの と同 じことである。英語は通 じればよい

のだから文法はイロハ程度であって も不要だ とは誰 も考えていないと思 うが,

音声に関 しても同 じことだ と思 うのである。

また,実 用の面でも音声面の知識は必要 と思われる。平均的大学生が,そ
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のまま放 っておいて も 「通 じる」発音をしているとはとて も思えない。狙い

としては,な にもネイティヴスピー カー並にまで近づけようというわけでは

な く,「通 じない」部分の発音を 「通 じる」レベルに引き上げようということ

である。非英語圏で話される説った英語 も,音 価がずれているなどといった

ことはあるか もしれないが,英 語 らしい抑揚はちゃんとしていることが多い。

そのレベルが到達 目標 と言っていいだろう。

8第3章:語 彙 力 をつ け よ う

英語でコミュニケーションが とれ ると楽 しいものだが,そ の反面,楽 しい

レベルのコミュニケーションのためには単語をた くさん憶 えなければならな

い。単語 を憶 えるということに対 して一般的に持たれているイメージは,つ

らい孤独な単純作業 といったところである。 しかし,言 語が記号 と意味の恣

意的結合である限 りは避けて通 ることのできない作業である。

読書を重ねる中で出 くわした単語 を憶 えてい くというや り方 もあるが,こ

れではかな りの読書量をこなさなければならず,短 期間に単語を増やそ うと

す る観点か ら見て効率的だとはとて も言えない。高校までの授業の中ではリ
ーディングの教科書中心の学習 ということになるから

,出 くわ した単語を憶

える方法が採用されていると言っていいが,大 学受験を意識した個人学習の

中では,単 語集のような ものの力を借 りて,あ る程度強制的に頭の中に単語

を流し込んでいる。効率が求められる受験勉強で強制注入が行 われているこ

とは,こ ちらの方法の方が効率的であることを証明 している。だがその際

やみ くもに単語を憶えていくのは最大限に効率的 とは言えない し,そ うした

単調なや り方は普通人間が生理的に長時間受け入れ続け られるものではない。

様々の種類の単語をまぜ こぜにしてアルファベ ット順に憶えてし・くなどとい

うや り方はその最たるものである。

そこで,単 語の記憶作業をもっと容易にするため,様 々の工夫が必要 と思

われ る。例えば接頭辞 を同 じくする単語 をひ とまとめにす るなどといったも

のである。 どのような工夫があ りうるか という具体的な点については第11章

「語彙の整理箱」で取 り扱 うこととなってお り,本 論で も第16節 で取 り上げる

こととする。

従来こうしたことは個人です るべ き術策であるとい う雰囲気があり,授 業

の中ではたまたま出くわした単語についての纏蓄を散発的に傾けることはあ
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って も,正 面か ら体系的にまとめて取 り上げるようなことはあまり行われて

来なかったように思 う。教養主義の観点か らすれば,部 分的に纏蓄を傾ける

だけでも学生は全体像のイメージがつかめるからそれで十分 ということにな

るのか もしれないが,実 用主義の観点か らはイメージだけではコミュニケー

ションにならないので,実 践的な単語征服方法をしっか りしか もある程度網

羅的に教 える必要がある。 このような考え方から第3章 では次のような単語

の区分についての解説が記してある。

1品 詞分類

2使 用場面 よる類別

1)日 常語彙 と抽象語彙2)フ ォーマルとインフォーマル

3形 による類別

1)接 頭辞2)接 尾辞3)語 尾4)品 詞変化

4意 味による類別

1)同 義語2)反 対語

5親 疎による類別

1)和 製英語2)基 本単語の意外な意味

さらに最後の部分で憶えるべ き単語数の目安 を示 している。

9第4章:表 現 力 をつ け よ う

表現力を身につける過程で単語 を憶える必要があるのは確かだが,語 彙獲

得の際に付随 して語よ りも上位の句などのレベルについて身につけるべ き情

報が多々存在する。取 り上げる トピックは以下のようなものである。

1句 動詞

2前 置詞付の動詞

3他 動詞構造

4目 的語文の中の動詞の タイプ

句動詞は一般に熟語の度合いが高いので,そ の意味は句動詞を構成してい

るひ とつひとつの単語の持つ意味を合成して得 られるものではない。例えば
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giveupの 持 つ 「諦 め る」とい う意 味 はgiveとupの 意 味 を 足 し合 わせ て も出

て こ な い 。 従 っ て,単 語 だ け 憶 え て も句動 詞 の 意 味 ま で は カバ ー さ れ な い の

で,重 要 な表 現 能 力 の 欠 陥 につ な が りか ね な い。

前 置詞 付 の動 詞 は 句 動 詞 と似 て い るが,句 動 詞 とは 語 順 の 可 能 性 や 修 飾 語

句 挿 入 の 可 否 な どで 異 な る。 学 生 は 一 般 に この 区別 が わ か っ て い な い こ とが

多 い。 この よ うな 区 別 が 明確 に理 解 され て い な い と思 わ ぬ 誤 りに つ な が る こ

とが あ る。注12

他 動 詞 の 後 に 来 る もの は 何 か とい う こ とに つ い て,第4章 で はSVOCに

つ い て そ の パ タ ー ン を確 認 し て い る。 動 詞 の 後 に何 が 来 るか とい うこ とに つ

い て の学 生 の 知 識 は ほ ぼ め ち ゃ くち ゃ で,意 味 さ え通 れ ば 形 は何 で も良 い と

思 っ て い る よ うに さ え見 え るの で,ぜ ひ こ う し た情 報 が 必 要 で あ る。 こ こ で

は あ え てSVOCだ け に留 め,他 の パ ター ンに つ い て は14章 に 譲 っ て い る(本

稿 で は19節 で 取 り上 げ る)。

以 上 の よ う な 各文 法 項 目に つ い て の しっか り と した理 解 は表 現 力 の ア ップ

に 確 実 に つ なが る。 細 か い 点 は 不 要 で,概 略 が 伝 わ れ ば よ い とい う意 見 も考

え られ る が,そ れ は ビ ジ ネ ス文 書 や フ ォー マ ル な 書 状 を し た た め た こ との な

い 人 の 意 見 で あ ろ う。

目的 語 文 の 中 の動 詞 の 形 式 に つ い て は,直 説 法 な の か 仮 定 法 な の か とい う

こ とが 主 文 の 動 詞 に よ っ て決 ま っ て い る。 こ れ も学 生 が苦 手 とす る重 要 な 区

別 で あ り,正 確 な理 解 が 求 め られ る。

第4章 で は こ の他,普 通 で な い語 順 を用 い る こ と に よ る表 現 の拡 大 を扱 っ

て い る。 取 り上 げ られ て い る主 な項 目は 以 下 の通 りで あ る。

1新 情 報 は 文 末 に(例Isawyesterdayatallgentlemanwithgrey

hair.)

2文 末 重 点 の 法 則(例Itisfuntowatchbaseballgameontelevision.)

3話 題 を文 頭 へ(例Hotdogs,Ieatwithmustard.)

注12句 動詞 のgiveitupで はgiveup,giveuptheplanの いずれ もmf能でgiveupit

は不可能 だが,前 置詞付の動詞のapprovec)fで はapproveofyourdecisionは 可

能で もapproveitofと は言わずapproveofitと なる、学生の問で こうした語順に

つ い て の 混 乱が よ く見受 け られ る,ま たi・J動詞 で は副 詞 を埋 め 込 ん でturn

expectedlyupと は 言えないが,前 置詞付の動詞ではtakeilgoc)d)careofの ように

挿 入語を埋め込む ことがで きる=giveupのupは 副詞で.approvec)fのc)fは 前置

詞 とされ ている
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4{到 置(f列Inthedoorwaywasanoldlady.)

5強 調 構 文(例WhatJohnboughtwasacar.)

い ず れ も標 準 的 な もの とは 異 な っ た 語 順 に よ っ て 特 定 の 要 素 を特 別 に 際 だ た

せ よ う と し て い る。 とこ ろ が 学 生 の 作 文 を観 察 す る と,こ の種 の 構 文 を採 用

して い る例 は極 め て 少 な い 。 一 般 に 上 記 の よ う な語 順 の 変 更 が 任 意 の場 合 に

語 川頁の 変 更 を施 す の は学 生 に とっ て 苦 手 な と こ ろ で あ る ら しい 。 従 っ て,こ

れ らの構 文 を 取 り上 げ て そ の 適 切 な 使 用 を推 奨 す る こ と は共 通 教 科 書 と し て

学 生 の 筆 力 ア ップ に 寄 与 す る もの と思 わ れ る。 こ の よ う な語 順 の 方 が 基 本 語

順 よ り も自然 で あ る よ う な場 合 す ら あ る こ と を思 え ば,・ぜ ひ 身 に つ け た い構

文 で あ る。

0

10第5章:誤 り や す い 文 法 項 目

学 生 の 作 文 を見 て い る と,共 通 し て 犯 しや す い文 法 上 の 誤 りの パ ター ン と

い う もの が 見 えて く る。 ほ とん どの 場 合 そ れ は 日英 語 の違 い に よ る もの で あ

り,学 生 が 日本 語 か らの 母 語 干 渉 を受 け て い る こ と を示 す もの で あ る。 冠 詞

を落 と して し ま う誤 りな どは 日本 語 に冠 詞 が な い か ら で あ る こ とは 明 らか で,

容 易 に 予 測 で き る 間違 い で あ る。

しか し中 に は 学 生 の 作 文 を見 て 初 め て 気 が つ か され る パ ター ン も あ る。 例

え ば,主 節 を先,理 由 節 を後 にす る と き,理 由節 を導 くbecauseを 独 立 させ

て 大 文 字 で 始 め て し ま い,IwenttoFukuoka,becauseIwalltedtovisit

KyushuUniversity.と すべ き と こ ろ を,IwenttoFukuoka.BecauseI

wantedtovisitKyushuUniversity.な ど と い う不 適 切 な文 を作 っ て し ま う。

日本 語 で は 「僕 は福 岡 に 行 っ た 。 九大 を訪 問 した か っ た か ら で あ る。」 と して

も全 く不 自然 で な い の で,こ れ も 目本 語 か らの 母 語 干 渉 に よ る もの と 言え る。

母 語 干 渉 に よ る文 法 上 の 誤 りは種 類 が 多 くて とて も単 一 の 章 で 扱 い切 れ る

もの で は な い。 従 っ て こ の 章 は網 羅 的 とい う共 通 教 科 書 の 編 集 方 針 か ら して

不 十 分 か も しれ な いが,誤 る確 率 の 高 い もの を選 ん で い る の で,作 文 上 の 参

考 に 一卜分 な る もの と考 え られ る。
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11第6章:電 子 メー ル の 書 き方

90年 代半ばから爆発的にインターネ ットの利用が普及した。それまではコ

ンピュータによる個人的な通信は特別 な人の趣味にす ぎなかったが,現 在で

は有力企業や大学で電子メールを利用できる環境が整備 されていない ところ

などは全 く考えられない。注13こうして英文の読み書 きの形態がひとつ増加

したわけだが,電 子メールには他の形態 とは異なった特徴があり,そ れらを

いわゆるネチケッ トとして学習す る機会が学生に与えられるべ きである。現

に教科書会社の発行する教科書にもコンピュー タで利用する英語に関係 した

内容 を持つ ものも増えてきている。

電子 メールでの注意点の例 を挙げる。書式設定のない状態で送 り手の側が

メーラー上で改行 を実行 しない と,読 み手の側のメーラーでメールを開いた

場合,必 ずしも送 り手が意図 した場所で改行 されているわけではな く,「前の

行にある例では」や 「このメール自体文末で韻を踏んでいます」などという

表現を用いるときは注意を要す る。また,改 行 を実行 して も,フ ォン トのサ

イズが小さい と行が長 くなり,読 み手のメーラーのフォン トサイズの設定が

大 きめであると,1行 目は改行がな くてウィン ドウの横幅いっぱいまで延び,

2行 目はわずかの単語数で改行されて しまうなどということが起 こり,極 め

て読みに くい英文 となってしまう。

こうしたことは 日本語にも当てはまることなので,英 語教育の担うべ きも

の とは言えないが,昨 今の英語教育のマルチメディア化 を考 えれば無視 でき

ないものである。

しかし英語に特有の問題 もある。例 えば英語ではイタ リック体(そ れが利

用不能なときは下線)で 強調 を表す という日本語にない特徴があるが,普 通

電子 メールではイタリック体 も下線 も使 えないので,強 調には特殊な方法が

必要 となる。こうした面を見ても,あ る程度電子環境での作文技法上の注意

点に触れることが必要であろう。

なおこの章は電子 メールのヘ ビーユーザーであるネイティヴスピーカーに

注13現 に九州大学では順次各種事務連絡を電子メールのみで行うように切り替え中で

ある。全教官が電子メールを使用することが半ば前提とされている格好である。学

生が利用できる端末の整備も特別に費用を工面して進められている。こうした現象

は好むと好まざるとにかかわらず進行していく。
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よって執筆 されることになってお り,英 語話者同士での電子 メールのや りと

りか ら得 られる知見が盛 り込 まれるものと期待される。

12第7章:英 語 の 話 題

「英語学習に必要な情報 を与える」という場合に,英 語の文法や語彙だけの

学習では不十分である。英語が英語圏で実際に人々によって使用されてきて

いる中で生 じている諸特徴についても広 く学ぶべ きであろう。 この章では次

の4つ の話題を取 り上げ,ネ イティヴスピーカーが英語で執筆する。

1イ ギリス人と英語の起源

2ア メリカ英語 とイギ リス英語

3英 語 と性差別

4世 界語 としての英語 とインターネッ ト

従来 こうした内容は授業の中で部分的に しか も教員の好みの範囲で 「つい

でに」扱われていた場合が多かったと思うが,あ る程度 まとめて共通基盤 と

して扱 うことが,こ れか らの時代に求められる裾野の広い英語学習の一つの

条件になるであろう。特にインターネッ トの普及により,4は タイム リーな

主題 といえる。

13第8章:イ ギ リス 文 化 の 話 題

英語の学習には,英 語圏の文化についての学習 も含 まれるべ きである。英

文の組立方だけわかっても,コ ミュニケーションをとる相手が どのような文

化的社会的環境の中にいるのか ということがわからなければ,大 きな誤解が

生 じる恐れがある。特に日本での常識 と異なっている側面については注意が

必要であり,い わゆ る異文化理解が求め られる。予定 としてはネイティヴス

ピーカーが イギリス文化の次のような話題について書 き下ろす。

1教 育制度

2政 治と専制君主制

3宗 教
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4社 会 と階級制度

5食 物

6経 済と未来

どれ も日本人にとってはよくわからないことばか りで,特 に専制君主制によ

るイギリス連邦に関す る知識は,99年11月 にオース トラ リアが国民投票で共

和制への移行 を否決 し,エ リザベス女王を君主 とする立憲君主制の存続を決

定 したことか ら,タ イム リーな内容 と言えるだろう。

14第9章:日 常 生 活 の 語 彙

担当クラスの学生に授業を通 じてアンケー トを実施 してみると,英 語に関

して最 も不満を持っているのは自分が英会話が満足にできないことに対 して

である。中学 ・高校 と6年 間も英語を学習していながら,道 を聞かれても英

語で簡単な道案内す らできない自分 を情けな く思い,大 学の英語の授業がそ

れ を解消 して くれるようなものではないことにまた不満 を持つのである。大

学の授業に対 して最 も望むこととして圧倒的多数の学生が英会話(4技 能で

言えばスピーキング)の 授業を望んでいるのに対 し,そ のような授業は,少

なくとも九州大学では少数派である。

これらの学生の中学 ・高校時代の英語学習に決定的に欠けているのは 日常

語彙である。大学で英会話の力を伸ばしたいのであれば,日 常語彙に強 くな

って欲 しい。ここで言 う日常語彙 というのは例えば家庭用品である。 じょう

ろ,き り,お たま,電 子レンジなどに当たる英単語は と問えば,多 くの学生

がお手上げであろう。 ホームステイに行 ってそうした語彙の欠如の恐ろしさ

に初めて気が付 くということになる。これは,大 学受験にこのような語彙が

必要 とされず,中 学 ・高校時代の授業において無視 される傾向にあるか らで

ある。これ らの語彙をしっか り身につければ,言 いたいことが言葉にならな

いとい うフラス トレーシ ョンはかな り解消 されるはずである。

従って大学においてこれらの語彙 を学習す ることには大いに意義がある。

本章ではグループごとに分かれた日常語彙を掲載してお り,概 ね次のような

構成になっている。

1日 用品:お ろし金,蛍 光灯,お しめ,イ ンターホンなど
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2生 活:年 金,美 容院,扶 養家族,嫌 煙権など

3仕 事:同 僚,残 業,年 公序列,終 身雇用など

4ス ポーツ:腕 立て伏せ,棒 高跳び,フ ォアボールなど

この他,娯 楽,旅 行,食 品 ・料理,マ スコミ,警 察 ・犯罪,環 境,政 治 ・

司法,地 質 ・地理,農 業,貿 易など

15第10章:抽 象 語 彙

いったい英語学習者はどの程度の語数の英単語 を身につければいいのだろ

うか。学習英和辞典 を見れば,3000語 レベル,6000語 レベル,も しくは高校

レベル,大 学一般教養 レベルな どといったマー クを見出し語に付 している。

検定試験のガイ ドブックであれば合格水準の単語数 を示 し,そ の試験に頻出

する単語の種類の偏 りについて解説 している。大学の場合 も外国語教育の 目

的 というものがあるのだか ら,そ れに合わせた適当な数 と中身が考えられる

はずだ。 しか しそうしたガイ ドラインを学生に示 している大学はそう多 くな

いであろう。だが 自らの教育結果に責任 を持つためには,こ うした基準すら

設定 しない(達 成 させ られるか どうかは別 として)の は怠慢 とさえ言える。

そこで九州大学の学生 として学ぶべ き英単語はどういった ものか を考 え,

それを公表する必要が出て くる。一般教育の中の外国語教育であるから,教

養的側面も実用的側面 もいずれ も必要である。実用的な語彙に関 しては第9

章で取 り上げているので,第IO章 では教養 としての語彙を取 り扱 うこととし

た。 とすれば中身は抽象的なものになる。人間の知的活動は概念を操作する

ことによって成 り立つ面 もあるのだか ら,し っか り抽象的な語彙を身につけ

ることは大切なことである。

時折,単 語集などというものはそれこそ星の数ほどあるわけで,今 更その

ようなものを新たに作成す ることに精力を割 くのはエネルギーの無駄遣いで

はないかとい う意見をいただ くが,既 存の単語集 を採用すればそれだけ学生

に とって教材費がかかる。 また,実 際はなかなか満足なものに出会 うことが

ないものであ り,自 作がかえって近道である。

単語集 を共通教科書に含める理由は他に幾つ もある。九州大学の学生が習

得すべ き英単語が設定されていれば,授 業の中で特定の単語 を既習扱いして

よいか,語 義を知 らない学生 を責めてよいか といった点にひとつの基準 を与

注14こ の点はもともと同僚の田中俊也助教授の意見である。
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えて くれるし,注14九州大学の学生に とっての文章の難易度をこの リス トに

ない語が占め る割合で客観的に測定することができるようになり,使 用教科

書の選定や将来の共通実力試験のレベルの調整に も役に立つだろう。また,

この教科書が市販 されれば,九 州大学の受験生が受験のための勉強から大学

での学習につなげるための勉強 という本来あるべ き姿に切 り替えるための一

助になるか もしれない。更に,学 内の英語のボキャブラリー コンテス トなど

に も利用価値が出て くるだろう。

では実際単語の採否は どのような基準によればよいか。これは大学によっ

て異なるわけで,単 語 をひとつひ とつ見てい くより他にないであろう。膨大

な作業量になることが予想されるが,作 業に加わることで教員の側に自分の

学生に とって必要なものは何か とい うことを考えるきっかけになるという意

味 もあるように思 う。

また,こ の語彙集には例文がついている。文脈を与えることでそれぞれの

語彙が持つニュアンスを伝 えることができるからであ り,実 際の文の中で意

味が とれるか どうかを試 してみないと本当にその単語の意味を了解 したこと

にならないか らである。これによっても作業は膨大なものになるが,こ の語

彙集は今後ずっと利用 していけるものなので,労 を厭わず完成させ ようと考

えている。

16第11章:語 彙 の 整 理 箱

この章は第3章 の実践編 と言える。単語はなるべ く相互に関係づけて記憶

を定着させたほ うが よい。そのためには単語 を種類 も考えず単純にアルファ

ベ ット順 で提示するごときはもっとも避けるべ き非能率的な方法である。本

章は以下に挙げる語彙の整理方法の多くを含む ものである。このようにして

束ね られた単語は何 も工夫がない場合に比べてはるかに印象に残 りやす く,

記憶に留まりやすい ものと思われ る。

1同 義語

2反 対語

3外 来語

4和 製英語

5接 頭辞
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6接 尾 辞

7基 本 単 語 の 意 外 な意 味

同義 語 は 記 憶 の便 だ け で な く,英 語 の 特 徴 と も関 連 して い る。 英 語 で は 文

章 の 流 れ の 中 で 同 一 の 表 現 を繰 り返 し使 用 す る こ とは な るべ く避 け るの が よ

い と され て い る。 例 えば,MrRawlingsを 適 宜he,theman,thedoctorな

ど と言 い 換 え て い く。 こ れ に 対 し 日本 語 で は何 度 「ロー リン グ ズ 氏 」 と繰 り

返 して も さ ほ ど不 自然 で は な い。 従 っ て,母 語 干 渉 に よ り学 生 は英 作 文 に お

い て も同 一 表 現 を繰 り返 す 傾 向 に あ る。名 前 の 他,欲 求 は何 で もIwant,意

見 の 表 明 は 何 で もIthink,と い っ た具 合 で あ る。 そ こ で,同 義 語 を 言 い 換 え

表 現 と して 意 識 す るな らば,こ れ ら を同 時 に 身 に つ け る の は 英 作 文 の 技 量 向

上 に も一 役 買 う とい うわ け で あ る。

反 対 語 に つ い て も表 現 を豊 か に す る側 面 が あ る。 同 じ内容 を言 い 表 す 場 合

で も,反 対 語 と否定 表 現 を組 み 合 わせ る こ とで 表 現 の 幅 が 広 が る。islargeを

isnotsmallと す るだ け で もislargeを 繰 り返 す よ り能 が あ る。

外 来 語 は な ま じ 日本 語 に カ タ カナ とな って 入 り込 ん で い るだ け に,な か な

か 正 確 な ス ペ リン グや 発 音 を改 め て 身 に つ け よ う とは 思 わ な い もの で あ る。

例 え ば,silhouette(シ ル エ ッ ト),campaign(キ ャ ン ペ ー ン)を 正 確 に 綴 れ

るだ ろ うか 。referee(レ フ リー)を 第1音 節 で な く,最 終 音 節 に強 勢 を置 い

て 読 ん で い る だ ろ うか 。Platform(プ ラ ッ トホー ム)を/f/の 音 で発 音 して

い る だ ろ うか 。 こ こで は 学 生 に 正 確 な事 実 を しっ か り と把 握 す る機 会 を提 供

して い るつ も りで あ る。

そ の 意 味 で は,和 製 英 語 もそ れ と知 らず に 使 っ て し ま う こ とが あ る の で,

英 語 で は本 来 何 と表 現 す る の か を知 っ て お く必 要 が あ る。 例 えば,ahappy

endingを 「ハ ッ ピー エ ン ド」 と い う 日本 語 の 表 現 か らahappyendと して し

ま う よ うな 誤 りを な く して い こ う とい うの が 趣 旨 で あ る。

接 頭 辞 ・接 尾 辞 に つ い て もた だ 単 に ま とめ て憶 え た ら効 率 が よ い とい うだ

け の こ とで は な い。 リス トを眺 め て い る う ち に,初 め て 出会 う語 に どの 接 頭

辞,接 尾 辞 をつ け た ら よ いか 勘 で わか る よ うに な っ て くる 面 が あ る。 例 え ば

名 詞 化 す る と きに 一tionに す る の か 一mentに す る の か と い っ た場 合 の こ と

で あ る。

基 本 単 語 の 意 外 な 意 味 とい うの は,例 え ばtryが 「試 み る」の 他 に持 っ て い

る 「酷 使 す る」 とい う意 味 で あ る。 こ の よ うに 最 も よ く用 い られ る意 味 の 他
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に 重 要 な 第2ま た は そ れ 以 下 の 意 味 を持 つ 単 語 とい うの は,中 学 校 で学 習 す

る よ うな学 習初 期 に 出会 う基 本 単 語 が 多 い の で,マ イ ナ ー な意 味 に つ い て は

きち ん と調 べ な い こ とが 多 い。 こ う し た語 彙 を ま とめ て 見 る こ とで,英 文 解

釈 の 際 の 注 意 力 喚 起 に少 しは 役 に 立 つ の で は な いか と思 わ れ る。

17第12章:熟 語

本 章 で は 基 本 単 語 ご とに 関 連 イ デ ィ オム 表 現 を列 挙 し,例 文 を付 して い る。

採 用 さ れ て い る単 語 は 以 下 の よ うな もの で あ る 。

break,bring,carry,come,do,get,give,go,have,keep,let,look,make,

pull,put,see,take,work

熟語 も取 り ま とめ て憶 え た方 が効 率 的 で あ るが,そ れ ぞれ の基 本 単 語 が持 つ

意 味 が 改 め て 浮 か び上 が っ て くる とい う効 果 も あ る だ ろ う。

18第13章:口 語 表 現

英 語 学 習 の実 用 的 側 面 の 中 で最 も必 要 と され るの は い わ ゆ るサ バ イバ ル イ

ン グ リッ シ ュ の 表 現 で あ ろ う。 旅 行 英 会 話 や 「朝起 きて か ら寝 る まで の 英 語

表 現 」 な ど とい う本 が よ く売 れ る の も当 然 で あ る。 しか し漫 然 と会 話 表 現 を

羅 列 す るの で は い た だ け な い 。 本 章 で は 次 の よ う な場 面 別 の 構 成 と した 。

1一 日の 動 作

2体 の動 き

3旅 行

4電 話

5料 理

6挨 拶

7買 物

8健 康

9学 校 生 活

10銀 行
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11感 情

12ビ ジネス

13緊 急

14英 語 らしい口語表現

15も のの数 え方

1か ら13ま でのグループ分けに関しては市販の英会話の本 と比べて特に大

きな特徴はない。生活の場面で話すことにな りそ うな表現を選定 した。

14は この章の特徴 と言えるだろう。どんな分野でも同じことだが,あ あそ

うかと軽い感動 をもって理解 したときは,記 憶がはっきりと残る。英語表現

について も,な るほ どそう言 うのかという感心が記憶 を定着させ る。14で は

そのような英語 らしい,知 って得 をしたと思 うような表現を集めた。

15は英語 と日本語の大 きなギャップを埋める試みの一つである。 日本語 も

本,枚,冊,着 とものの数 え方がいろいろであるが,英 語 も不加算名詞を数

えた り,群 れを表す単語が豊富であったりと,や っかいな面がある。こうし

た英語特有の面 をきちんと学習させ ることは,正 確な表現能力の獲得 という

点のみならず,英 語または英語圏のものの捉 え方を理解する上でも望 ましい

ことである。例 えば群れを表す単語が特定の動物に多いのは,そ れらの動物

が家畜 として英語文化圏で馴染み深い存在であることを示 している。

19第14章:補 部

学生の作文指導にあたって痛切に感 じるのは,個 々の単語が何 を補部 とし

てとるのかに関する知識がかなり曖昧だということである。例えば,Iwant

thatJohnwillwintherace.と かItoldwithBill.な どという間違いがおび

ただしく見られる。試 しに40名 弱の学生にwantとhopeが 取 りうる補部のパ

ターンを例文の形で書 き出させてみたが,い ずれ も正解 という者は皆無であ

り,大 抵は半分程度の正答率であった。

動詞や形容詞が述部になっている文では,こ れ らの動詞や形容詞が文の中

核 を成 してお り,そ れらが補部に何 を取るかが曖昧なままでは正確 な英作文

はできず,ま してや 自信をもって英語を話すこともできないであろう。そこ

でぜひ とも基本的な語彙について,取 りうる(取 り得ない)補 部のパター ン

をしっか り身につけて欲 しいもの と考える。こうした情報は表現力養成のひ
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とつ の 特 効 薬 的 存 在 に な り う る の で は な い か と 思 う 。

本 章 で は 下 記 の 動 詞 や 形 容 詞 を 選 定 し,そ れ ぞ れ に つ い て,各 パ タ ー ン の

可 否 を 示 す 表 を作 成 し た 。 こ れ は 第4章 の 一 部 の 具 体 化 で あ る 。

1「,思 う」think,consider,believe,supPose,feel,guess

2「 望 む(動 詞)」want,hope,desire,wish

3「 望 む(形 容 詞)」eager,anxious,zealous,keen

4「 話 す 」say,tel1,speak,talk

5「 要 求 す る 」request,require,demand,claim

6「 許 す 」allow,permit,approve

7「 非 難 す る 」blame,criticize,condemn

8「 禁 じ る 」prohibit,forbid,ban

9「 抑 止 す る 」prevent,bar,inhibit,stop

10「 得 る 」get,gain,obtain,earn,acquire,win

11「 強 制 す る 」force,compel,oblige

12「 与 え る 」give,present,provide,supply,award,grant

13「 奪1うjtake,deprive,rob,stea1

14「 断 る 」refuse,reject,decline

作 文 上 推 奨 で き る か ど う か を 主 眼 に 見 た の で,文 法 上 の 事 実 と は 若 干 異 な っ

て い た り,単 純 に 割 り切 り過 ぎ た り し て い る部 分 は あ る か と思 う が,こ れ を

用 い て 作 文 の 宿 題 を 出 し た りす る こ と に は 意 味 が あ る と 思 う 。

こ の 他 番 外 編 と し て,動 詞 を 軽 動 詞+名 詞 で 言 い 換 え る パ タ ー ン の リ ス ト

を 付 し た 。 例 え ばcry→giveacry,arguewithhim→haveanargument,

analyzetheresult→makeananalysisoftheresult,dependonhim→put

dependenceonhim,leap→takealeapの よ う に,言 い 換 え を し た と き に ど

の よ う な 軽 動 詞 を 用 い る か に つ い て の 体 系 的 知 識 と い う か 勘 を 身 に つ け て 欲

し い と い う 願 い を 込 め た リ ス トで あ る 。 こ れ は 動 詞 的 表 現 の 多 い 日 本 語 を 母

語 とす る 学 生 が 名 詞 的 表 現 の 多 い 英 語 を よ り英 語 ら し く書 け る よ う に い う願

い を 込 め た も の で あ る 。
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20第15章:学 部 別 語 彙 ・表 現

大学1・2年 次の外国語科 目としての英語で実際に何が教 えられているか

を調べ るために九州大学で個々の教員が使用 している教材 を見てみると,学

生の所属学部を意識 したものが使われていることも少な くない。教員には文

学系統の研究者が多いので,文 学部の学生向けに小説を採用するのは昔か ら

あることだが,文 学部以外の学生向けに教材 を選定 していると思われるケー

スもある。例えば,経 済学部の学生向けに経済時事 問題の報道記事 を取 り扱

う,工 学部 ・理学部の学生向けに数字 ・図形表現の演習を行 う,農 学部の学

生向けにバイオテクノロジーに関す る記事 を集めて読むといったケースであ

る。

こうした動 きは,個 々の教貝が外国語教育に大学の専門教育につなげる役

割 を少なくとも部分的に認めているということを示 している。外国語教育 を

含めた一般教育 も専門教育 も同じ大学における教育を担っている以上,相 互

に協力関係があるべ きであると考えられ,専 門教育の中で英語で書かれた専

門書 を読む訓練が実施 されている学部(理 系 を含む)が あるように,外 国語

教育の一部に専門教育につながる部分が含 まれているのも歓迎されるべ きこ

とであると思われる。その一つの試みが本章で提示される学部別語彙 ・表現

である。注15

提示する語彙には,各 専 門分野の用語などのうちで,専 門以外の学生にと

っても役にたつことのあ りそうな範囲内のものを選定 した。従って専門の勉

強を英語で本格的に取 り組む という場合には物足 りない内容であろうし,一

般的な単語集 として眺めた場合にはかなり突っ込んだ内容に見えることであ

ろう。構成は以下の とお りである。注16

注15し かし外国語教育はあくまで一般教育なので,専 門教育につなげる部分というの

は限定的にしか実施できない。制度としては恐らく,英米言語文化演習1の 共通教

科書で専門分野の語彙を一部学んでもらう他は,2年 次に実施される選択制の枠の

中で幾分学部の専門に合わせて外国語担当教員の手に負える範囲内の学習が行われ

ることになる程度のことになるであろう(も ちろんこの他に教員が担当クラスに応

じて自発的に教材を限定することはあるであろう)。従って語彙の選定にあたっては

それぞれの専門部局で実施されている専門教育の詳細を調査するなどいったことは

なかった。

注16項 目の中には題目だけで中身は他章や他の情報ソースに譲る分もある。
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1文 学 部 系

・学 問 分 野 の 呼 称

・哲 学(人 名
,哲 学 用 語,宗 教)

・歴 史(人 名
,戦 争,国 名 ・王 朝 名,歴 史 事 項,英 米 歴 史年 表)

・文 学(人 名
,爵 位,日 中古 典,文 学 用 語)

・言 語 学

・美 術(人 名 ,美 術 用 語)

・音 楽(人 名 ,楽 器,音 楽 用 語)

・映 画(監 督
,男 優,女 優,作 品,邦 画 英題)

2教 育 学 部 系

・学 問 分 野 呼称

・教 育(人 名
,学 校 種 別,学 校 行 事,組 織 職 種,試 験 ・成 績,日 課,

子 育 て 問 題)

・心 理 学(人 名 ,心 理 学 用 語)

3法 学 部 ・経 済 学 部 系

・学 問分 野 呼 称

・各 種 機 関(国 内
,国 外)

・政 治(人 名
,政 党,政 治 用 語,法 律,条 約 等)

・国名

・世 界 地 理(人 名
,都 市,海,湾,湖,海 峡,運 河,川,山 脈,山,

岬,砂 漠,高 原,盆 地,島,半 島,列 島 ・諸 島,大 学)

・経 営 ・労 働(人 名 ,労 働 関 係 用 語,経 済 ・経 営 関 係 用 語)

・経 済(人 名
,税 金,経 済 用 語)

4工 学 部 ・理 学 部 系

・学 問分 野 呼 称

・実 験 器具

・物 質(人 名
,元 素,物 質,粒 子)

・単 位(長 さ,重 さ,面 積,体 積,数 字)

・数 学(人 名
,幾 何,代 数,数 式 表 現)

・天 文(人 名
,天 体)

・地 学(地 震
,岩 石)

・コ ン ピュ ー タ

・科 学 技 術(電 子 技 術
,材 料 技 術,原 子 力,機 械)
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・物理(光 ,波,力 学,電 磁気)

・化学

・地形

・気象

5農 学部系

・学問分野呼称

・生物(階 層,細 胞)
・動物(人 名,動 物用語,脊 椎動物,無 脊椎動物,鳴 き声の動詞)

・植物(人 名,植 物用語,胞 子植物,種 子植物)

・環境

6医 学部 ・歯学部 ・薬学部系

・学問分野呼称

・薬品(薬 品種類,個 別薬品)
・栄養

・人名

・身体 ,内 蔵(目,耳,口 内,内 蔵,骨,筋 肉,部 位,顔,頭,指,

性器,血(管),脳,神 経)

・怪我等

・病気(感 染症 ,性 病,皮 膚病,目,心 臓,脳,肺,肝 臓)
・病状

・病院,治 療(医 師種類,設 備等,治 療 ・処置,出 産関係)

文理 を問わず,国 際化 ・学際化の趨勢に沿って,研 究発表や共同研究が国

際舞台で行 われ ることが最近増えてきた。研究発表のために英語の使用が当

然 とな りつつあるし,学 生の国際交流の場面 を考 えても,せ めて自分の専門

分野について英語で語るだけの力は身につけたいものである。その場合まず

取 り組むべ きは自分の分野の専門用語の習得 ということになる。

しかし共通教科書 としては高度に専門的な語彙を網羅的に掲載することは

非効率的である。そのような語彙は専門教育の中で取 り上げ られるべ きであ

る。15章 ではなるべ くどの分野の学生に も意味があるように,一 般常識の範

囲に入るような語彙を選定したのは既述の とお りである。

また歴史,文 学,美 術,音 楽,映 画 といった分野は,知 的生活を送るべ き

学生に とって身につけたい教養である。題 目だけ憶えるのではな く,ぜ ひ他
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の書物 をひ もといた り,実 際の作品に触れるなどして英語の学習を知的文化

的悦びの世界 と関連づけて欲 しい。

21終 わ りに

この共通教科書の製作にはかな りの時間がかかっている。それは準備時間

にひとつひとつの語彙 ・項目を製作者自らあぶ り出してそれをかみしめるよ

うに学ぶ過程が含まれているか らである。選定にあたってはまず自分の知 る

範囲の ものを書き出し,そ れを様々の資料から補強す るという形を採った。

あるときは化学の実験 を頭に浮かべ,ま たあるときは歴史上の人物に不満 を

ぶちまけながら作業をした。このことが語彙の選択や配置順その他の方針に

影響 を与えていると思 うが,機 械的な作業 としなかったことで何 らかの長所

が生まれていることを祈 る。例えばそれぞれの専門の入門書をスキャナーで

読み取 り,出 現頻度を調べれば数理的に正確な ものがもっと短い時間で一応

の形を成 したか もしれないが,我 々は手作 りにこだわった。非科学的な態度

かもしれないが,教 科書の中身自体が機械的な香 りのするものだけに,そ れ

とは反対に人間的な痕跡を残そうとして,ぬ くもりを感 じるような出来映え

を狙 った。 この教科書で学習す ることになる学生にもその熱意が伝わること

を願 う。

既述の とお り内容 として英語のメカニックな側面に偏 りがあるのは否めな

いのだが,そ のメカニックな面にしても句読法など抜け落ちている面がある。

もっと大 きな目で見た場合,パ ラグラフの組立方法,効 果的な議論の仕方 と

いったものも欠けている。これらはひとえに編集委員の力不足による。多 く

の英語教育研究者からは稚拙な教科書に見えるか もしれないが,実 際に持 っ

ている力以上の ものはで きないので仕方がない。将来の改訂版での善処が必

要であろう。
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